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 『Obit』

　私は２年前に『Birthday』と称した個展をおこなった。今回の個展タイ
トル『Obit』（命日、死亡日を意味する）はそれとは対義語となる言葉だ。
しかし、私はこの２つは両極にあるものではなく、常に延長線上に位置す
るものだと捉えている。ある意味においては生きることは死ぬことでもあ
るのではないだろうか。

　人（あるいはその他すべての生き物）がこの世に生まれ、誕生日を享受
した瞬間から、同時に命日へのカウントダウンが始まる。生を受け入れる
ことは死を受け入れることであり、死を意識するということはより強大な
生を感じることでもある。このように、生と死は密接に関わりあっている。
そしてその２つはちびくろサンボのトラのようにぐるぐると私たちの周り
を回っているのだ。

　今回の個展は、『Birthday』の延長線上にありながらも、より『死』と
いうモチーフを感じる題材を取り上げている。最期の晩餐、夜の闇、無機
質な都市の風景。そしてその中でウゴメク得体の知れない無数のモノ。私
自身もそれが何なのかはよくわからない。でもそのようなわけのわからな
いモノや理由を超越したモノの総体が生でありまた死でもあると私は思
う。
                                                                         　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  サガキケイタ

　初冬の候、皆様におかれましては益々ご清祥のこととお慶び申し上げます。
この度、CASHI では 12 月 3 日より 12 月 25 日まで、サガキケイタ個展「Obit」
を開催致します。

　サガキケイタは、真っ白な画面をおびただしい量のモチーフによって埋め
尽くす手法をとる若手ペインターです。その凝縮された情報はすべて細いサ
インペンによって構築され、繊細かつ強靭なその計算された画面は、見るも
のを圧倒します。

サガキの描く画面のモチーフは、一見誰もがどこかで見たことのある絵画、
及び風景のように見えます。ただし、どこか独特なそのタッチに惹きつけら
れ少し近づいてみてみると、その端正な美しさとは裏腹に胎児や子宮、性的
なモチーフや独自の小さなキャラクターたちがせめぎ合っていることに再び
引き込まれ、思わず魅了されることでしょう。

その姿はまるで、形式的に単純化され充実したように見える私たちの現代生
活に対する揶揄のようでもあり、画面に繰り広げられる数々のモチーフの絡
まりあいは人々のあらゆる欲望を俯瞰する、いわば神の目線のようでもあり
ます。

　2007 年のシェル美術賞の入選より、2008 年度同賞入選、そして今年度の
岡本太郎現代芸術賞 (TARO 賞 ) 入選と、目覚ましい活躍を見せるサガキケ
イタの CASHI 二度目となる個展。今回は、新作を含む 4 点にてその空間を
構築いたします。

12 月 3 日初日のレセプションパーティーには作家も来廊致します。是非この
機会に、より深く、より美しく洗練されたサガキの作品をご高覧、ご紹介賜
りたく、ここにご案内申し上げます。

「イドラ - 最後の晩餐 -」　ペン、樹脂塗料、綿布、パネル　h.194×w.388cm　2010



Keita Sagaki
サガキケイタ

1984　　石川生まれ
2006　　福島大学教育学部 美術教育専修 卒業
2008　　福島大学大学院美術教育専修　修了
現在 , 東京在住

<主な個展、及びグループ展>
2010 「第 13 回 岡本太郎現代芸術賞 (TARO賞 )」川崎市岡本太郎美術館 , 神奈川
2009 「101TOKYO Contemporary Art Fair 2009」Akiba Square, 東京
     「The Next Stage 翔展」 銀座井上画廊 , 東京
     「シェル美術賞 2008」 京都市美術館 , 京都
 「Group Show I」CASHI, 東京
 「岡本太郎の博物館・はじめる視点 ～博物館から覚醒するアーティストたち～」 福島県立博物館 , 福島
2008 「Birthday」CASHI, 東京
 「100 degrees Fahrenheit vol.0」 CASHI, 東京
     「シェル美術賞 2007」 京都市美術館 , 京都
 「福島現代美術ビエンナーレ 2008」福島県文化センター , 福島
2007 「シェル美術賞 2007」 代官山 ヒルサイドフォーラム , 東京
 「あだたらの視点 2007 福島青年美術の展望」あだたら高原美術館 , 福島
 「第 26 回損保ジャパン美術財団選抜奨励展」損保ジャパン東郷青児美術館 , 東京
 「第 11 回リキテックスビエンナーレ」スパイラルガーデン , 東京
 「第 57 回モダンアート展」東京都美術館 他福島 , 名古屋 , 京都巡回
 「第 25 回上野の森美術館大賞展 賞候補」上野の森美術館 , 東京
2006  「第 56 回モダンアート展」東京都美術館 他福島 , 名古屋 , 京都巡回
2005  「第 55 回モダンアート展」東京都美術館 他福島 , 名古屋 , 京都巡回
2004 「9 ～ OUTSIDE AND INSIDE」 福島大学図書館ロビー , 福島 

< 受賞歴 >
2010 岡本太郎現代芸術賞 (TARO賞 ) 入選
2008  シェル美術賞 2008 入選
2007  シェル美術賞 2007 入選
      第 25 回上野の森美術館賞
      第 11 回リキテックスビエンナーレ 入選
2006  第 56 回モダンアート展 協会賞
      第 56 回モダンアート展 損保ジャパン美術財団奨励賞

「ウゴメクヨル」　ペン、パネルに貼られたケント紙
h.145.5×w.145.5cm　2008

「Three children in my head」
ペン、アクリル、パネルに貼られたケント紙　h.455×w.606mm　2010


